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楽
し
み
は
川
で
カ
ジ
カ
突
き

　
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
の
入
園
祭
が
４
月
３
日
、

市
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
園
長
の
三
澤
仁

教
育
長
が
「
こ
の
地
は
、
と
て
も
自
然
が
豊
か
で
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
楽
し
み
に
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
は
「
木
登
り
と
染
物
の
研
究
を
し
た

い
」
、
「
川
で
カ
ジ
カ
突
き
を
し
た
い
」
な
ど
山
村

留
学
で
の
抱
負
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
は
、
山
野
井
淳
仁
さ
ん
（
茨
城
・
小
６
）

四
家
怜
菜
さ
ん
（
秋
田
・
小
６
）
清
水
真
澄
さ
ん
（
神

奈
川
・
小
６
）
松
尾
洋
希
さ
ん
（
千
葉
・
小
５
）
仲

宗
根
瑠
美
さ
ん
（
神
奈
川
・
小
４
）
春
日
原
美
樹
さ

ん
（
東
京
・
小
４
）
春
日
原
美
草
さ
ん
（
東
京
・
小

３
）
の
７
人
が
山
村
留
学
生
活
を
送
り
ま
す
。�

�

山
村
留
学
ま
と
び
学
園
　
入
園
祭

�

　
昨
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
脇
神
森
林
交

流
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
31
日
、
同

館
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
館
は
、
市
の
林
業
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
産

材
の
杉
材
を
使
用
し
て
お
り
、
特
に
建
物
の
正
面
や

玄
関
ホ
ー
ル
の
柱
・
梁
材
に
は
地
元
脇
神
の
山
林
か

ら
産
出
し
た
杉
丸
太
を
使
用
し
、
他
の
主
要
な
構
造

材
に
は
米
代
川
流
域
の
市
町
村
が
支
援
し
た
集
成
材

加
工
施
設
の
高
次
加
工
品
（
集
成
材
）
を
使
用
し
て

い
ま
す
。�

　
館
内
に
は
、
大
ホ
ー
ル
、
研
修
室
、
実
習
室
、
交

流
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
秋
田
杉
の
も
つ
温
も
り
が

表
現
さ
れ
、
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
誰
で
も
気

軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

火
災
多
発
期
に
備
え
放
水
訓
練

消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
一
斉
放
水
訓
練

　
北
秋
田
市
消
防
団
と
婦
人
消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放

水
訓
練
が
４
月
２
日
、
各
地
区
で
行
わ
れ
、
手
際
よ

く
機
器
を
設
置
し
、
放
水
を
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
訓
練
は
、
春
季
の
火
災
多
発
期
を
迎
え
、
消

防
ポ
ン
プ
等
の
機
械
器
具
の
点
検
や
知
識
と
技
術
の

向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
訓
練
終
了
後
の
閉
会
式
で
は
、
統
監
の
岸
部
市
長

が
「
日
頃
の
訓
練
の
お
か
げ
で
市
民
は
安
心
し
て
生

活
で
き
る
。
普
段
の
仕
事
の
傍
ら
、
市
民
の
安
全
を

守
っ
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
訓
練
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。�

　
ま
た
、
中
村
消
防
団
長
は
「
日
頃
の
訓
練
や
点
検

と
と
も
に
、
市
民
へ
の
意
識
啓
発
に
も
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。�

地
域
産
材
・
集
成
材
を
使
用

脇
神
森
林
交
流
セ
ン
タ
ー
「
郷
の
杜
わ
き
が
み
会
館
」

鷹巣中央公園堤の中央部に向って一斉放水

地域産材を使用した郷の杜わきがみ会館

山村生活をスタートさせる７人の子どもたち
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元
収
入
役 
北
林
進
氏
が
逝
去

内
陸
線
・
打
当
温
泉
活
性
化
へ

　
阿
仁
婦
人
会
の
総
会
が
４
月
２
日
、
打
当
温
泉
マ

タ
ギ
の
湯
で
開
か
れ
、
19
年
度
に
開
催
さ
れ
る
秋
田

わ
か
杉
国
体
へ
の
協
力
体
制
の
確
立
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。�

　
三
杉
会
長
は
「
合
併
し
て
１
年
、
１
人
ひ
と
り
が

自
分
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
内
陸
線
を
利
用
し
て

こ
の
場
所
で
総
会
の
開
催
に
い
た
っ
た
の
は
、
こ
の

地
域
に
住
む
私
た
ち
が
内
陸
線
存
続
と
打
当
温
泉
の

活
性
化
を
率
先
し
て
今
ま
で
以
上
に
声
を
上
げ
て
展

開
し
て
い
く
た
め
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
「
温
泉
経
営
関
わ
り
の
中
で
の
思
い
」

と
題
し
、
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
支
配
人
佐
々
木
功

氏
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。�

18
年
度
阿
仁
婦
人
会
総
会

事業計画などが話し合われた総会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
森
吉
町
収
入
役
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
進
氏
が
、
３
月
22
日
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
４
時
30
分
逝
去
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
享
年
73
歳
で
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
林
氏
は
、
昭
和
26
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
代
工
業
高
校
を
卒
業
後
、

森
吉
町
役
場
に
採
用
さ
れ
、
61
年
に
建
設
課
工
事
課
長
補

佐
、
62
年
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
補
佐
、
63
年
に

社
会
教
育
課
長
を
歴
任
。
平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら
は
収

入
役
に
起
用
さ
れ
、
平
成
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
期
４

年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
職
員
時
代
は
、
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
学
べ
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
た
地

域
社
会
づ
く
り
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
成
田
為
三
を
顕
彰

す
る
浜
辺
の
歌
音
楽
館
建
設
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

　
収
入
役
時
代
は
、
森
吉
町
の
過
渡
期
に
あ
り
（
財
）
森

吉
町
観
光
開
発
公
社
の
設
立
、
老
人
保
健
施
設
「
も
り
よ

し
荘
」
の
建
設
、
森
吉
山
ダ
ム
の
建
設
事
業
に
伴
う
一
般

補
償
に
関
す
る
調
印
、
「
大
館
能
代
空
港
」
第
６
次
空
港

整
備
五
ケ
年
計
画
へ
予
定
事
業
と
し
て
組
み
入
れ
な
ど
、

多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
も
、
地
域
の
活
性
化
へ

向
け
、
若
者
の
定
住
促
進
と
雇
用
の
安
定
確
保
に
努
め
、

森
吉
町
は
も
と
よ
り
県
北
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
今

日
の
基
礎
を
造
ら
れ
ま
し
た
。�

　
退
任
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
及
び
発
展
に
貢

献
し
、
特
に
、
平
成
６
年
か
ら
14
年
ま
で
は
、
森
吉
町
陸

上
協
会
の
会
長
と
し
て
、
競
技
の
普
及
、
指
導
等
に
加
え
、

人
材
の
育
成
に
あ
た
ら
れ
、
陸
上
競
技
の
振
興
に
顕
著
な

成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
こ
に
謹
ん
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
哀
悼
の
意

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

為
三
の
名
曲
を
い
つ
ま
で
も

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
の
第
16
回
ス

プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
４
月
１
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
合
唱
団
は
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
の
オ
ー
プ
ン
に

あ
わ
せ
、
為
三
作
品
を
歌
い
継
ご
う
と
旧
森
吉
町
立

の
合
唱
団
と
し
て
昭
和
63
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
同
合
唱
団
の
妹
分
弟
分
と
し
て
活
動

し
て
い
る
「
は
ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
」
や
同
合
唱
団

出
身
者
や
音
楽
愛
好
家
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
Ｍ
Ｍ

Ｃ
」
と
と
も
に
為
三
作
品
や
現
代
曲
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
を
披
露
。
ま
た
、
同
合
唱
団
出
身
で
今
年
１
月

に
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
本
城
奈
々
さ
ん
（
本
名
：
九

島
奈
々
恵
・
19
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
『
心
に
息
』
も

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
ひ
と
つ
に
加
わ
り
、
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
会
場
を
や
さ
し
い
歌
声
で
包
み
ま
し
た
。�

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

�

「♪世界中のこどもたちが一度に笑ったら」と

　元気よくはじまったスプリングコンサート
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